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1.  はじめに 
   





知の通りであるが，ロシアの人口減少は状況を異にしている（Anderson, 2002; Vishnevsky and 














1970 年代に下げ止まりを見せた（Davis and Feshbach, 1980; Jones and Grupp, 1983; Anderson and 
Silver, 1986a）．また出生時平均余命は 1960 年代に伸長の明らかな鈍化傾向，そして果ては低下






                                                  
1  イタリアの合計特殊出生率が最後に人口置換水準を上回っていたのは 1976-1977 年（2.11/1.98），日本の
場合は 1973-1974 年（2.14/2.05）であった（World Bank, World Development Indicators 参照）．それぞれ人口
置換水準を下回って 15 年／30 年以上が経過したのち自然減少が始まっている． 





















右肩上がりの曲線を描いている．だが社会主義諸国は 1960 年代中頃以降，1989 年～1991 年に
生じた体制転換までの間，全く上昇する傾向が見られなかったと言って良い．中でもとりわけロシア
の乖離は極めて大きいことが看取される．それはむしろ，下降トレンドを描いているとすら言えるか
も知れない（Dutton, 1979; Rapawy and Baldwin, 1982; Feshbach, 1985; Kingkade, 1987; Blum and 




                                                  
3  オンラインデータベース Web of Knowledge（Thomson Reuters）による検索では，「Russia, Soviet, USSR の
いずれ」及び「mortality」をタイトルに有している論文として抽出されるものは総数で 192 本であるが，うち半数











ソ連では「満 28週以上・体長 35 センチメートル以上・体重 1000 グラム以上」でありかつ出生後自発的に呼
吸をしたもの，および「満 28 週以下・体長 35センチメートル以下・体重 1000 グラム以下」でありかつ 7 日間以










（Heleniak, 1995; Bloom and Malaney, 1998; Shkolnikov, McKee and Leon, 2001; Andreev et al., 





れるようになった 2000 年代半ばからは少しずつ上昇している（図 2）． 
さてソ連崩壊後に見られた顕著な特徴は，30歳以上の男性の死亡率が急激に上昇したことであ
る．先進諸国で近年においてこうした現象を見たものは無く，ロシア・旧ソ連独特のものであると言
わねばならない（Shkolnikov, Cornia, Leon and Mesle, 1998; Brainerd, 1998; Anderson, 2002; 
Khalturina and Korotaev, 2006; Osipov and Ryazantsev, 2009）．表 1 にはロシア男性の年齢別死亡





亡率の高止まりは目を引くものであった（Da Vanzo and Grammich, 2001; Vishnevskiy, 2009）． 
死亡率の上昇に呼応して，ソ連の崩壊後には男性の出生時平均余命が低下した．図 2 に揚げ





期を見ると，1993～1994 年と 1998 年に一時的に上昇の兆しを見せたものの，概ね下降トレンドを
描いていると考えて良いものと思われる（Webster, 2003; UN Russia, 2008）．出生時平均余命と乳
児死亡率とでその動きが一致していない．即ち，ソ連崩壊後の出生時平均余命の低下は，乳児死
亡率の上昇によって生じたものではない，ということが言えるであろう．先回りして言えばこのことは，
ソ連崩壊後の医療水準の悪化がロシアの死亡率を上昇させた，とする 1 つの通説（McKee, 2006）
を否定する有力な傍証となり得るものであることに留意されたい（Kontorovich, 2001; Khalturina and 
                                                                                                                                                  
い，というわけである．Davis and Feshbach (1980) 及び Goskomstat Rossii (2000), pp.51-54, 参照．ロシア連
邦は 1993 年 1 月 1 日から WHO 定義に移行したとしているが（Goskomstat Rossii, 2000, p.51 及び p.53），
そのロシア連邦保健省指令第 490 号（1992 日 12 月 4 日）が出生登録機関に記録を行うよう指示した「出生」






















ている．それら論考の多数が Addiction（2011 年に第 106 巻）, Alcohol and Alcoholism（同 46 巻）, 














Kotryarskaya, 1990; Cromley and Craumer, 1990, 1992）．ソ連時代から現在まで，ロシアの人口あ
たり医師数・病院数は，先進諸国に比しても上位にある．所得水準と人口あたり医師数とを散布し
た図 4 ではそれが明瞭に現れている．ソ連時代の 1985 年において，人口 1,000 人あたりで 3.9 人
の医師が居た
7．同年，米国の1,000人当たり医師数は1.7人，日本のそれは1.5人であった．2000
                                                  
5  オンライン文献データベース Web of Knowledge（Thomson Reuters）での検索による． 













巡る行政や医療機関の対応に関する聞き取り調査を行った Gil, Polikina, Koroleva, Leon and 
McKee (2010)のような論説や，また医療行政や組織の問題について関係者に対するヒアリングを
行った上で法制度面の改革の必要を唱える Tkatchenko, Mckee and Tsouros (2000)が，末端組織
で認識された問題が上位機関に伝達される経路が無い，等といったロシアが抱える医療面の政策
的課題を指摘する．ロシア第 2 の都市ペテルブルクにおける，享受し得る医療サービスの個人間

























                                                  
8  同じ数字は米国では 2.2 人，日本は 1.9 人であった．World Bank, World Development Indicators 参照． 






有意に高いことを示した Larson et al. (1999)のような研究がある．だが，文字通り近接して汚染物排
出主体に個人が居住するという形態は，実のところ限定されるものではないかとも考えられる．実際，










期のピークを 20 年以上に渡って下回っているのであり（Cherp, Kopteva and Mnatsakanian, 2003）
10，
環境汚染によってソ連崩壊後の 20 年間における壮年層の死亡率上昇を説明することは出来ない．







3.3  統計の誤謬 
 
ソ連の統計について幅広く指摘されてきたことの 1 つは，その信頼性の問題である．これを論じ
たものに古くは Treml and Hardt (1972)があるが，人口統計に特化してそのデータの質の検討を行
ったものとしてはChinn (1977), Clem (1986), Anderson and Silver (1985a; 1985b; 1986a)，Jones and 
Grupp (1983; 1984)を挙げなければならない． 
Jones and Grupp (1983)は第二次大戦後 10 有余年のソ連における出生・死亡統計に疑義を寄





                                                  
10  また Rosstat, Rossiiskii statisticheskii ezhegodnik, various years（in Russian）,  参照． 
11  ソ連・ロシアの出生・死亡記録は，革命初期は内務省の，その後速やかに司法省の管轄下となった出生・
死亡・縁戚婚姻関係等登録窓口 Otdel zapisi aktov grazhdannskoi sostoyanii (ZAGS)への登録によって作成
され，州・自治共和国・自治区・大都市等レベルの行政区域毎の月別集計表がソ連中央統計局に報告され
る．Kodeks o brake i seme RSFSR ot iunia 1969 goda 等参照．ZAGS の設置はロシア 10 月革命時の
1917-1918 年にかけ，それまでの教区台帳に代わるものとして規定された．だが内戦の混乱等から 1923 年で













Chinn (1977)や Anderson and Silver (1985a, 1985b, 1986a)，Leon and Chenet (1997)そして近年








Monnier, 1989; Pridemore, 2004），或いは他殺・事故等外的要因による死亡が警察組織のモラル




3.4  アルコール 
 
ロシア人とアルコール消費，という主題の歴史は非常に古い（Blum and Monnier, 1989; Stickley, 
Razvodovsky and McKee, 2009）
14が，近年では膨大な医学論文が山積している．先に指摘した通
り，ソ連崩壊の後，ミクロレベルの分析が可能になったこと，そしてソ連時代にまでさかのぼった統
                                                                                                                                                  
ト社会主義連邦共和国(当時)の領域は基本的に捕捉可能となったことが 1926 年センサスの 1 歳未満児数と
ZAGS による出生数・乳児死亡率との対比から示されるが，それでもロシア北コーカサス地域には十分な
ZAGS の設置が叶わなかったとされる(TsSU SSSR, 1928a; 1928b)．また第二次大戦およびその後には職員
の不足・設備の破壊等もあり，1948-1949年においてはロシア共和国のみでも100前後のZAGSがうまく機能
していなかった旨，公文書館（ロシア国立経済文書館, RGAE）所蔵のZAGS出生・死亡記録文書に注記され
ている(RGAE,  文書番号 F.1562, O.20, D.841, L.2 等)．中央アジアにおいては更に状況が悪かったということ
が十分想定出来よう． 
12  本文注 4 も参照．乳児死亡に関わる問題は依然として解決されていない． 
13  例えばGavrilova et al. (2008)は，欧州ロシアの2つの都市キーロフおよびスモーレンスクにおける1991年
から 2005 年の検死結果を検討し，不正確な分類がなされているものの 89％以上は遺体が腐敗していたため，
としている． 
14 Stickley et al. (2009)は 1860 年代と 1920 年代のロシア（ソ連）におけるアルコール中毒死の急増の比較を
主題としている．近年でも，朝日新聞 2006 年 11 月 1 日，Times (January 5, 2010), New York Times (April 16, 













まで増大し続けており，1978 年には 15 歳以上国民 1 人当たり純アルコール消費量は 14.58 リット







在していたが（Blum and Monnier, 1989），その子細を検討するにはソ連崩壊とデータへの接近可
能性の向上とを待つ必要があったのである． 
ソ連崩壊後の研究の進展は目覚ましい．とりわけ Nemtsov (2002, 2003)そして Razvodovsky 
(2009a, 2009b) のような旧ソ連圏の医学分野の研究者達によるソ連時代のマクロデータを発掘し
































4.1  アルコール消費：先行研究による推計値 
 
アルコール消費に関わる統計を表 2 及び図 6 に挙げる．先行研究による推計は全て，各アルコ
ール飲料の種類ごとに一定のアルコール含有比率を仮定し純アルコール量を算出する．そして密
造酒の推計方法については，Treml (1997)及び Nemtsov (2002)は Treml (1982)のそれを踏襲して
いる．従って Treml (1997)と Nemtsov (2002)のうち重複している年次の推計値は概ね等しい． 
公式統計に基づく動向と，先行研究による密造酒等推計値を合わせたそれとは傾向的には一
致している．即ち，1960 年以降 1980 年頃までは一人当たり純アルコール摂取量が増大し，1980
年代半ばに大きな落ち込みを見せる．だが体制転換開始直前の 1980 年代末期から消費量は上
昇に転じる．その傾向は公式統計ベース及び密造酒を合わせた推計値が揃う 1990 年代初期まで




他方ロシア人男性の出生時平均余命の推移に再度立ち戻ると（図 2），1960 年代半ばから 1980
年頃まで低下を続ける．それが反アルコールキャンペーンの導入された 1980 年代半ばに大きく伸
長するが，1980 年代後半には既に再度下降し，1991 年の体制転換開始ののち 1993 年にはソ連
時代以降最も短い57.6年という数字を記録する．それはすみやかに回復基調に乗るが，金融危機
が生じた 1998 年とその直後の 1999 年に渡って 2.3 年の下降を見せた．以上のように，アルコール
消費量と死亡率の総合指標としての出生時平均余命との推移は一致を示すのである． 
この図表の問題は，Treml (1987)と，Treml (1997)及びNemtsov (2002)とが比較対照可能ではな
いことである．Treml (1987)は国民 15 歳以上 1 人当たりの数字を，Treml (1997)並びに Nemtsov 
(2002)は国民 1 人当たりのアルコール消費量を算出している．従って Treml (1982)の数字と比較し
て考えるためには，1980 年代以降の数字を上方に修正する必要がある．公式統計で見て 1990 年
代初期のそれが 1970 年代当時よりも小さいというだけではなく，推計値も 1970 年代末期と 1990
年代とでそれほど相違が無いように見えるのは，Treml (1987)と Nemtsov (2002)との間にある定義
の違いが理由である．15 歳以上 60 歳未満人口一人当たりで見ると 1990 年代前半には 1970 年・
1975 年の数字を上回り，かつ量自体も大きく拡大する（Treml, 1987; Nemtsov, 2002）．よって体制
                                                  
17  ソ連時代，ウォトカは国による専売の下にあったが，国家専売は 1992 年に廃止された． <The Decree on 






4.2  アルコールと死亡：因果関係 
 
定量的な因果関係の分析は 1990 年代末，或いは 2000 年代に入ってようやく開始されたと言っ
て良い．しかしながら既に多数の分析結果が示されており，その中から，アルコール消費と死亡と
の直接的関係について検討を行った 2000 年以降に刊行されている先行研究 20 編余について表







の広範化を指摘したが，Perlman (2008)や Denisova (2010)は喫煙習慣が死亡確率を有意に高め
ることを示している．Leon et al. (2007)は不適切な飲酒経験
19のあった死者の教育歴が顕著に低い
ことを明らかにした．同様に，Malyutina et al. (2004)は 1980 年代半ばから 1990 年代半ばまでの社
会学的調査により，教育水準の高い者ほどアルコール摂取量が少ないという結果を得ている．
Andreev et al. (2009)は 1970～1989 年の死亡統計を発掘し，相対的に死亡率が高いのは肉体労
働者であるという事実を描いた．アルコールに起因する死亡者はそうでない者と比較して配偶者・
パートナーとの死別者・離縁者の比率が高いと指摘している Pridomore et al. (2010)は，死亡確率
が心理的な要因のみならず食生活等生活習慣と関連を有する可能性を示唆しているものとも思わ
れる．生活習慣という視点から見るのであれば，脂質の多い食事・それに伴う肥満の増大，そして
そもそもロシアが抱える寒冷な気候，といった様々な要因を考慮する必要もあろう． Huffman and 
Rivoz (2010)は RLMS を利用して，脂質の摂取量とロシア人の肥満との間の有意な関係を明らか
にしている






～1980 年代にソ連に居住する人々の栄養状態が悪化したとも考えにくい．(1)ソ連時代の 1960 年
代から 1980 年代半ばまでの出生時平均余命の傾向的低下と(2)1980 年代後半の伸長，そして(3)
ソ連崩壊後の 1990 年代前半におけるその急低下，という推移をこうした要因が説明し得る否か，と
                                                  
18  「アルコール中毒死亡率」という説明変数を採るものがあるが，これは痛飲（binge drinking/heavy episodic 
drinking）の代替変数として用いられている． 
19  痛飲経験が多い，或いは代用アルコールを摂取していた死亡者． 
20  ただし，1995 年と比較して 2004 年にロシア人の平均的な BMI (Body-Mass Index)が上昇しているという訳
ではない． 
21 Hill and Gaddy (2003)が指摘したように，ソ連時代には居住地が傾向的に北部に偏っていった，ということ
はあろうが，それが出生時平均余命の低下にまで結びつくとは考え難い．また 1960～1970 年の期間そしてソ







4.3  死因別統計の示唆 
 
以上の解釈の妥当性を見るため，再度記述統計で 1 点確認しておく．死因のうちアルコールの
摂取と強い関係を示すのは，「循環器疾患」と「外因」である（Pridemore, 2002; Nemtsov, 2002; 





  さらに追って 1991 年末のソ連崩壊後に明瞭に現れるのは，1985 年～1990 年にかけて一度値を
下げた「外因」による死亡の比率が跳ね上がってその高い比率が 2000 年代初期まで続くこと，そし






















症による死亡者数が最も大きかったのは 2000 年の 36,214 人に過ぎない（当該年の総死亡者数は 222 万人
強である．Goskomstat Rossii, 2001,  参照）．1991 年からの 10 年間における年ごとの死亡者数の増減の幅は






































                                                  
23  誤解を避けるため付言しておくと，アルコール消費は否定的影響しか与えない，という訳ではない．Telkin 
(2004)は RLMS を用いて，適量のアルコールを（週に 1 回）摂取する者は，全くアルコールを摂らない者と比
較して有意に就業確率が高くかつ賃金も高くなり得る，という結果を示している．人的交流を盛んにし得る，と
いった要因を捉えているものであるかも知れない．また Perlman et al. (2008)も，全くアルコールを摂取しない
者よりも，適量のアルコールを（月に 1 回）摂る者のほうが死亡確率が低い，という結果を得ている． 
24  ロシア連邦大統領直属国家優先プロジェクト実行会議 Web サイト<http://www.rost.ru>に詳しい．（2012 年
1 月 5 日アクセス） 
25  同じく，ロシア連邦大統領直属国家優先プロジェクト実行会議 Web サイト内の個別プロジェクト説明
<http://www.rost.ru/projects/health/health_main.shtml>に詳述されている．（2012 年 1 月 5 日アクセス） 
26  「エタノール・蒸留酒・アルコール・蒸留酒を含む食品の製造及び販売，並びにアルコール飲料消費の制
限に関する連邦法 N171-F3」の改正法． 









                                                  
28 Nemtsov 博士はロシア連邦公衆衛生省・モスクワ精神医学研究所，Razvodovsky 博士はベラルーシ国立
グロドノ医科大学所属の研究者．Andreev 博士は Max Planck 研究所（ドイツ）所属，Vishnevslii 博士は長くロ
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図 1  ロシアの出生数・死亡数（人） 
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図 2  男性出生時平均余命（年） 
 
（World Bank, World Development Indicators 2009 及び Rosstat, Demograficheskii ezhegodnik 























































































































表 1  ロシアの年齢別死亡率
 






















0 20.0 14.7 20.5 15.5 13.9 13.2 12.5 9.4 9.1 7.1 3.4 3.0
5-9 0.7 0.4 0.7 0.4 0.5 0.4 0.5 0.3 0.4 0.3 0.1 0.1
10-14 0.6 0.3 0.7 0.4 0.6 0.3 0.5 0.3 0.4 0.3 0.1 0.1
15-19 1.6 0.6 2.4 0.9 1.7 0.8 1.6 0.7 1.3 0.6 0.5 0.2
20-24 2.6 0.7 4.4 1.0 3.9 1.1 3.8 1.0 2.7 0.8 0.7 0.3
25-29 3.3 0.8 5.6 1.3 5.9 1.3 6.5 1.6 4.6 1.3 0.7 0.3
30-34 4.3 1.1 7.4 1.8 7.5 1.7 8.2 2.2 6.8 1.9 0.9 0.4
35-39 5.6 1.6 10.2 2.5 10.2 2.3 10.3 2.9 7.7 2.4 1.1 0.6
40-44 7.7 2.4 14.3 3.9 14.4 3.4 14.3 4.3 9.8 3.2 1.8 1.0
45-49 11.7 3.8 19.5 5.8 20.1 5.1 19.4 5.6 13.5 4.3 3.0 1.5
50-54 16.1 5.4 27.5 8.5 27.9 7.6 26.9 8.1 19.4 6.2 4.6 2.3
55-59 23.5 8.6 34.3 11.5 35.0 11.4 34.4 11.8 27.1 6.4 7.5 3.2
60-64 34.2 13.5 46.4 17.2 49.8 15.8 47.0 16.5 38.5 13.2 11.3 4.6
65-69 46.6 22.0 60.6 26.0 60.6 25.6 58.8 12.8 51.9 20.5 18.2 7.5
70-74 67.7 37.1 77.6 41.2 84.1 41.2 80.5 39.4 70.6 32.8 28.7 12.4
75-79 100.2 62.3 109.7 68.5 111.9 67.5 109.8 66.0 99.8 58.3 45.6 22.7
80-84 146.6 105.9 156.6 115.0 149.0 114.9 139.2 107.3 136.3 98.9 80.5 43.3
参考：日本
2000年 1990 1995 2000 2005 200924 
 
図 3  乳児死亡率，1960-2003 年，1/1000 
 
（World Bank, World Development Indicators 2009 及び Rosstat, Demograficheskii ezhegodnik 











































































































図 4  1 人あたり国内総生産水準と 1,000 人あたり医師数 
 
A. 2000 年 
 
1 人当たり GDP，PPP，対数値 
 
B. 1985 年 
 
1 人当たり GDP，PPP，対数値 
 









図 5  排出廃棄物の年次推移一例： 
人口 1 人当たり二酸化硫黄排出量，ロシアと日本，1853 年～2000 年 
 
1 人当たり GDP，PPP，対数値 
 
（出所：Gapminder World により筆者作成，データソースは Center for Global & Regional 
















































































2 14.25 14.2 3.8 3.75
1985 8.8
2 13.3 13 4.5 4.2
1986 5.17
2 10.57 10.5 5.4 5.33
1987 3.9
2 10.7 10.6 6.8 6.7
1988 4.4
2 11.2 11.4 6.8 7
1989 5.16
2 11.66 11.9 6.5 6.74
1990 5.56
2 11.76 12 6.2 6.44
1991 5.57
2 12.27 12.5 6.7 6.93
1992 5.01
2 13.81 13.5 8.8 8.49
1993 5.92













1: Treml (1982), p.68; 2: Nemtsov (2002), p.1414.28 
 
















































































































分析手法 データ・年次等 被説明変数 説明変数
Nemtsov (2002) OLS 1970-75, 80-91 死亡率 一人当たりアルコール消費量
Pridemore (2002) 2SOLS 1995, 78地域 地域別他殺率 アルコール中毒死亡率
Nemtsov (2003) ARIMA 1965-1999 自殺率 一人当たりアルコール消費量
Kim et al. (2005) 2SOLS 2000, 79地域 地域別他殺率 一人当たりアルコール販売量
Pridemore (2005) Poisson 1995, 78地域 地域別他殺率 アルコール中毒死亡率
Pridemore (2006) OLS 2000, 78地域 地域別自殺率 アルコール中毒死亡率
Pridemore et al. (2006) ARIMA 1956-02 自殺・他殺率 アルコール中毒死亡率
Razdovsky (2009a) ARIMA 1956-05 自殺率 アルコール中毒死亡率
Razdovsky (2009b) ARIMA 1970-05 自殺率 ウォッカ販売量（他種アルコール
よりもウォッカの方が強く利く）
Ramstedt (2009) ARIMA 1959-98 虚血性心疾患死率 一人当たりアルコール販売量
Razdovsky (2010) ARIMA 1980-05 外因死率 ウォッカ販売量（他種アルコール
よりもウォッカの方が強く利く）
Razvodovsky (2011) ARIMA 1980-05 自殺率 ウォッカ販売量（他種アルコール
よりもウォッカの方が強く利く）
ミクロデータ
分析手法 データ・年次等 被説明変数 説明変数，或いは主要な結果
Brainerd et al. (2005) Logistic Regression 1994-02, RLMS,
17092ケース
死亡 アルコール摂取量
Leon et al. (2007) 記述 死亡 死亡者の37%が非飲用アルコー
（症例対照研究） ルを摂取，コントロールは7%．
摂取頻度も死亡者は高い．
Perlman et al. (2008) Cox Hazard 1994-01, RLMS,
11359ケース
死亡 アルコール摂取頻度
Pomerleau et al. (2008) 記述 －
Zaridze et al. (2009a) 記述 循環器疾患死
Zaridze et al. (2009b) 記述 死因別記録 アルコール多量摂取者の死亡率
（症例対照研究） が高い





Denisova (2010) Cox Hazard 1994-07, RLMS,
27723ケース
死亡 アルコール摂取量
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図 7  ロシア人男性の死亡件数に占める各死因の割合 
 
（Rosstat, Demograficheskii ezhegodnik Rossii, various years より筆者作成） 
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